
64.7％



IoTに関心があるが

活用方法が分からない64.7％

※近畿の中小企業製造業向け調査



近畿の18商工会議所の調査

調査対象：商工会議所の会員、製造業、資本金10億円以下

回答数：439社／4693社

製造現場のデータ活用





こんなおっちゃんいーへん



製造現場のデータ活用



和歌山市出身

趣味：旅行、ゴルフ

・モノづくり大好き少年

・小中高大と最寄の学校に通う

・青年期はバックパッカー

・大学院の研究は超電導

・約10年 自動車部品メーカのHWエンジニア

・2014年（株）Mountain	Gorilla創業

井口一輝 の紹介



株式会社 Mountain	Gorilla

代表取締役 井口 一輝

2014年 11月 7日設立

資本金 1,000万円

ゴリラー 26名

企画〜設計〜制作まで出来る

ITモノづくりの会社



事業

自社商品開発

共同開発
技術サービス
（請負・受託開発）



目次

1. はじめに

2. 自己紹介

3. 会社紹介

4. スモールスタート

（プロマネ）について

５．事例紹介
– ベアリングメーカー
– 鋼管メーカー
– チーズメーカー
– 塗料メーカ
– 弁当、ギフト製造＊動画

６．ビジョン、まとめ

７．質問

８．おまけ
これからのビジネスにIoTは必要か？CPSなど



製造現場視点のIoTが必要



スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

センサ帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

製造業

コンセプト 小さく産んで大きく育てる



紙帳票をお預かり システムを開発

プロマネとは？



利⽤者

事業

事業者

現場作業者

プロマネ
（webシステム）

開発

製造現場データ
（デジタル）

データ提供

紙帳票データ
（アナログ）

⽉額利⽤料

⽉額利⽤料

データ蓄積

システムの
保守・管理

FAX・メール

システム化

¥ ¥

¥

データ，分析結果

株式会社
Mountain Gorilla

システムエンジニア

¥

製造業

プロマネ︓製造現場のデータ活⽤が出来るwebシステム



連携 連携



スモールスタートの特長

プロマネ S社商品

オーダーメイド パッケージ

月額2万円〜 120万円〜

ライセンスフリー 10ライセンス〜



スモールスタートの嬉しさ

1. 現場毎に最適化された方法

2. 町工場でも始められる

3. 成長出来るwebサービス



事例① ベアリングメーカー



ベアリング製造

社員約４０名

導入前

・エクセルおよび紙管理

・IT導入の仕方がわからない





１．エクセルの記録表を印刷

２．製造現場で記入

３．翌日、記録をパソコンで手打ち

作業時間記録

手間・ミス

沢山の情報を紙に記入



作業記録が定着しなかった



利⽤者

事業

事業者

現場作業者

プロマネ
（webシステム）

開発

製造現場データ
（デジタル）

データ提供

紙帳票データ
（アナログ）

⽉額利⽤料

⽉額利⽤料

データ蓄積

システムの
保守・管理

FAX・メール

システム化

¥ ¥

¥

データ，分析結果

株式会社
Mountain Gorilla

システムエンジニア

¥

製造業

プロマネ︓製造現場のデータ活⽤が出来るwebシステム



（クラウド）サーバー

WiFiルーター

タブレット
月額２万円



スタート
１帳票から
始める

機能追加

帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★AI

導入後 小さく産んで大きく育てる

データ活用の第一歩
帳票追加



導入効果

作業時間分析

労働時間／年間

278時間

削減

実現



スタート
１帳票から
始める

機能追加

帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★AI

現在 小さく産んで大きく育てる

新拠点開始

生産性の見える化
帳票追加



事例② 鋼管メーカー



鋼管加工・卸し

社員約６０名

導入前

・自社の基幹システムあり

・システム担当１名

・現場のデータ収集は紙帳票



作業日報

検査成績書

製番追跡表工程終了後
次の日に 転記

基幹システムへの入力

鋼管投入

塩ビ管投入

ライニング 塗装 性能試験

検査成績書

製番追跡表

即時基幹
システムへ反映

⾃動⽣成

鋼管投入

塩ビ管投入

ライニング 塗装 性能試験

before

紙帳票

after

紙帳票

月額7万円



基幹システムの連携

残在庫をチェック

カメラで確認・保存



スタート
１帳票から
始める

機能追加

帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★AI

導入後 小さく産んで大きく育てる

データ活用の第一歩
帳票追加



導入効果

棚卸し合致率

100%

労働時間／年間

540時間

削減

実現



スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

センサ帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

今後 小さく産んで大きく育てる

センサ利用

傾向分析



事例③ チーズメーカー



チーズ製造

社員約500名

導入前

・生産管理システムは有り

・製造現場は紙帳票を使用



１．10分毎に重量を量る

２．紙に記入

３．責任者が巡回し検査書を確認

8:20、15.9g

抜き取り検査

手間・ミス

データ活用できてない



利⽤者

事業

事業者

現場作業者

プロマネ
（webシステム）

開発

製造現場データ
（デジタル）

データ提供

紙帳票データ
（アナログ）

⽉額利⽤料

⽉額利⽤料

データ蓄積

システムの
保守・管理

FAX・メール

システム化

¥ ¥

¥

データ，分析結果

株式会社
Mountain Gorilla

システムエンジニア

¥

製造業

プロマネ︓製造現場のデータ活⽤が出来るwebシステム



月額4万円



スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

はかり帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

導入時 小さく産んで大きく育てる

はかり連携

重量の傾向



導入後 15.7g

導入前 15.9g



導入効果（予測）

チーズ／年間

27t
労働時間／年間

487時間

削減



スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

はかり帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

今後 小さく産んで大きく育てる

納期予測

材料の自動発注



事例④塗料メーカー



Copyright 2020 Mountain Gorilla Co., Ltd. All Rights Reserved.

事例 塗料メーカー

45

塗料製造

社員約100名

導入前

・基幹システムは有り

・製造現場は紙帳票を使用



Copyright 2020 Mountain Gorilla Co., Ltd. All Rights Reserved.

事例 塗料メーカー

46

１．紙に製造内容を記入

２．責任者に提出し内容を確認

３．承認後、事務がシステムに打込み

原料A 〇〇ml

原料B 〇〇ml

製造指示書 基幹はIBM AS/400使用

社内ネットワークのみ

入力の二度手間



Copyright 2020 Mountain Gorilla Co., Ltd. All Rights Reserved.

AS/400とシステム連携

47

社内ネットワーク

＊管理者のパソコン＊＊社内サーバー＊

社内ネットワーク

LAN

＊タブレット＊

ルーター

Wi-Fi

月額3万円



Copyright 2020 Mountain Gorilla Co., Ltd. All Rights Reserved.

導入効果（予測）

48

今後の展望

在庫管理
を連携

労働時間／年間

360時間

削減



Copyright 2020 Mountain Gorilla Co., Ltd. All Rights Reserved.

システム導入をした1番の効果

49

社外ネットワークに繋がっていない
旧式の基幹システムとも連携ができて効率的



事例⑤ 弁当・ギフト製造



弁当・ギフト製造

社員約400名

導入前

・販売管理システムは有り

・製造現場は紙帳票を使用



１．紙帳票を毎朝用意

２．入室時に紙で記入

３．責任者が検査書を確認

爪、紙 OK

衛生入室チェック

⼯場内＊衛⽣エリア

手間・ミス

衛生リスクに気付かない



１．紙帳票を毎朝用意

２．調理時に紙で記入

３．責任者が検査書を確認

揚げ物、95℃

中心温度管理

手間・ミス

衛生リスクに気付かない

⼯場内＊衛⽣エリア



紙帳票（参考）



実演 ＊動画



連携機器 温湿度計 中心温度計 拭き取り検査器



スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

センサ帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

今後 小さく産んで大きく育てる

衛生リスク
スコア化

ATP
拭き取り検査

検査機器



ビジョン



製造現場のデータが溜まるほど成長する

データ活用でモノづくりの現場を下支えする

データ蓄積

強いモノづくり



IoTに関心があるが

活用方法が分からない０％

全ての製造業がより良いモノづくりに挑戦できる



傾向分析

スタート
１帳票から
始める

STEP３ データの活用

STEP２ データの見える化

STEP１ 紙からデータへ

未来予測
AI

スモールスタートの未来

作業時間削減

QCDカイゼン

リスク予測
良品定義

価値



まとめ

1. ビジネスフィールドが変わってきてます

2. 小さく始めることができます

3. データ活用で更に良いモノづくりを！





これからのビジネスはIoTが重要？

近い将来、産業社会のメインフィールドがインタネットからにIoT／AIに

狩猟社会 農耕社会 工業社会 情報社会 知識社会

フィルード 自然 土 鉄 電気 インターネット

技
術

前期 石 青銅 蒸気 コンピューター IoT／AI

後期 土 鉄 電気 インターネット ？？？



ドイツのIoT動向

SMEの活性化を目指し政府トップダウンでIndustrie 4.0を敢行

＜ドイツ政府が動く理由＞

ü 全GDPの約2割が製造業が占める

ü 約99%が中小企業（ミッテルシュタント）

ü 中国企業による老舗企業の買収が進む

＊2011年発表＊



出典）ネットコマース株式会社

参考）サイバー・フィジカル・システム



出典）内閣府

参考）ROAの比較

総資産を利用して
どれだけの利益を
上げたかを示す指標


